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研究成果の概要（和文）： 

本研究ではネットワークや文書等により得られる大学の諸活動に関する情報を大学改革・評価
に活用するための情報システムの構築と運用を行うために必要な大学の諸活動に関する情報の
収集と分析及び情報システムの運用と人材育成に関する研究を行った．大学情報の収集とデー
タベース化，情報の構造分析，多変量解析手法による教育課程の比較分析，評価結果報告書等
の文書データの解析とデータ変動，可視化方法，Web サービス等について検討を行った．IR

（Institutional Research）部門の調査，教科書的資料の翻訳を実施し IR のわが国への適用可
能性と IR 専門職の人材育成について検討を行った。 

 
研究成果の概要（英文）：The aim of this research is the effective data collection of the 

activities in higher education and analysis on education information. Information and 

communication technology is progressing in the activities of higher education institutions. 

We collected and accumulated the document information concerning curricula, such as 

syllabus in higher education. Analyzing the structure of accumulated information, general 

data structure of the curricula was examined, and the database has been developed taking 

XML into consideration. Moreover comparative analysis of the curricula by use of database 

has been considered. We made the investigation on syllabus and document structure such 

as in advanced engineering programs of colleges of technology. Correspondence analysis is 

utilized when analyzing text information etc. It may deepen the global understanding 

about the property, and may lead to new knowledge discovery. However, since there is 

ambiguity in data, the result of correspondence analysis may be greatly changed by 

fluctuation from former data. We investigated the sensitivity on correspondence analysis 

and its application to the comparative analysis of curricula. 
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１．研究開始当初の背景 

本研究では大学評価において大学の諸活動
を分析する際の活用を想定とするとともに，
各大学における大学改革のための自己評価
や将来計画立案の際に大学内での意思決定
部門での活用をも想定した大学改革・評価を
効果的に支援する情報システムの構築と運
用を大局的な目標としている．そのための
「大学の諸活動に関する情報の収集と分析
及び情報システムの運用と人材育成に関す
る研究」を実施した．具体的には情報システ
ムの構築および国内外の関連する情報シス
テム及び人材育成の調査研究を実施する． 

大学改革では，各大学が如何に独自の教育，
研究，経営，地域・国際貢献の戦略を立て，
大学の諸活動の改善・向上を図れるかが重要
である．またこのような大学改革を進めるた
めには，多面的・総合的かつその適正に実施
可能な大学評価の手法を如何に構築するか
が焦眉の課題となっている．この大学評価に
おいては，公正な大学評価のための評価指標，
国際的に通用する教育の質の保証，大学の諸
活動の改善・向上のための管理手法など数多
くの検討すべき問題が山積している．大学の
諸活動に関する情報（大学情報）の収集と分
析は，これら問題を解決する際に極めて重要
な基盤的役割を果たすものと考えられる．す
なわち，各大学においては，学内のさまざま
な部局に散在している教育，研究，財務等の
大学情報を如何にして統合的に収集・分析し，
諸活動の改善・向上を図れるかということで
ある．また，このような情報をシステム的に
取り扱う情報システムの開発・運用とそれを
効果的に活用できる専門職の人材育成はき
わめて重要な課題であると認識されつつあ
る．これらは法人化にあたって中期目標をた
て見直しが求められる国立大学にとって大
学改革の立案に際して重要な役割を担うも
のと考えられる． 

一方，国外に目を向けると，多くの米国の大
学では，ネットワークや情報システムの運用
など情報の技術面を担当する部署とは別に，
その大学自身についての情報の収集や分析
を専門に担当する部門を設けられておりそ
れらは Office of Institutional Research（IR

部門）などの名称で呼ばれている．IR 部門の
業務は，その大学の状況に関する情報を収集
し分析を行うことであり，たとえば，学生や
教員に関する情報を調査分析することによ
り大学の戦略計画や年次計画の策定に活用
することや，自己評価書や認証評価機関およ
び連邦・州政府が求める報告のために必要と
なる資料を作成したりする．このように IR

部門は，大学のさまざまな情報の入手とその
分析を行い大学の管理や改革を支援する重
要な役割を担っている．また米国のいくつか

の大学では，これら専門家を養成する教育プ
ログラムも開設されている．しかしながら，
わが国においてはこれに相当する専門職の
配置や育成は十分ではなく，このことは現時
点の大学改革・評価において最も緊急を要す
る課題のひとつとなっている． 

このような大学改革・評価に関する重要な課
題が存在する一方で，情報通信技術（ICT）
の発展に目を向けると，近年の情報ネットワ
ークの急速な普及と機能の高度化にともな
ってグローバルネットワーク社会の進展が
目ざましい．このことは大学の諸活動におい
ても同様であり，情報技術の活用が教育・研
究活動をはじめとするさまざまな局面にお
いて進展しつつある．これらに関し電子的に
提供される大学情報は日々増大しているこ
とから，大学改革・評価においても大学の諸
活動に関する情報を効果的に収集・整理し 

それら大学情報を分析し活用することが期
待されている．そのための情報通信技術によ
る大学情報の収集整理と分析等を行う支援
システムの構築は急務かつ有望な研究課題
と考えられる．一般に，情報の収集と分析・
応用を考える際には，つぎのような課題を検
討する必要がある． 

(1) 必要となる有用な情報を如何に効率よく
収集・整理・構造化しデータベース化するか．
(2) データベース化された情報を多様な観点
から分析することにより，利用目的（大学評
価，自己改善など）に応じた有用な情報（構
造）を認識し獲得するか．さらに分析結果を
いかに効果的に表示し説明を行うか．(3) 以
上を行う情報システムをいかに構築し情報
の収集と分析提供の運用管理を行っていく
か．(4) 情報システムを効果的に管理し運用
する人材をいかに育成していくか． 

これまで研究代表者らは特にカリキュラム
やシラバスなど，大学等の教育に関する情報
に注目し，これらの情報の効果的な収集やデ
ータベースの構築手法の研究を行ってきた．
また，これらの情報を活用して，教育活動の
大学・学部間での比較を通じて，多様化の進
む教育プログラムの特徴を効果的に把握す
るための情報の解析や可視化の手法に関す
る研究を進めてきている．また，研究代表者
は職務として，全国の国立大学の基礎的情報
を収集する大学情報データベースシステム
の開発と運用に長年携わってきたことによ
り，このような情報システムの開発・運用に
関して十分な経験を有している．さらに，全
国の大学における大学情報の収集状況につ
いても調査を実施してきている．また，海外
派遣研究員として過去にアメリカを中心に
大学情報に関する調査研究を実施している． 

本研究においては，これまでの研究成果と実
務経験を基礎として，さらに情報収集と分析



 

 

手法などの研究を進展させることにより，大
学改革・評価を効果的に支援する情報システ
ムの構築を大局的な目標としている．  

 

２．研究の目的 

本研究ではネットワークや文書等により得
られる大学の諸活動に関する情報を大学改
革・評価に活用するための情報システムの構
築と運用を行うために必要な「大学の諸活動
に関する情報の収集と分析及び情報システ
ムの運用と人材育成に関する研究」を行うも
のとする．一般に公表されている大学におけ
る教育・財務情報等を対象とし，研究実施の
ため上述の課題を本研究では次のように具
体化し目標とする． 

(1) 情報の収集：大学からさまざまな情報を
評価機関が直接収集することも考えられる
が，ここではそれらを踏まえながらも調査研
究であるため，ネットワーク等において公開
されている大学の教育，財務等を中心とした
情報の収集・整理，およびデータベースの開
発を行う．また，海外における大学情報の収
集方法や国（連邦）レベル・州レベル・各大
学レベルでの大学の情報に関するデータベ
ースの現状調査を行う．(2) 情報の分析と活
用：収集した情報の多変量解析等による大
学・学部などの特徴把握と比較を行う．また，
国内外における大学改革・評価のために活用
される各種の評価指標の調査を行う．(3) 情
報システムの運用：大学改革・評価支援のた
めの情報システムの運用および可視化等イ
ンタフェースの開発を行う．国内外における
大学情報の収集から分析，意思決定へつなが
るシステムの運用について調査研究を行う．
大学評価・学位授与機構における大学情報デ
ータベースの運用方法をはじめ，各大学にお
ける大学情報に関するデータベースの運用
方法を調査研究，およびアメリカ等における
IR 部門の活動について調査研究を実施する．
(4) 情報システムの運用を担う人材の育成：
アメリカ等における IR 部門の人材育成に関
する調査研究を行い，わが国において不十分
なこの新たな専門職の人材育成の課題を検
討する． 

 

３．研究の方法 

本研究は大学改革・評価を効果的に支援する
情報システムの構築と運用が目標である。ネ
ットワークや文書等により得られる大学の
諸活動に関する情報を大学改革・大学評価に
活用するための情報システムの構築と運用
を行うために必要な「大学の諸活動に関する
情報の収集と分析及び情報システムの運用
と人材育成に関する研究」を行う．主な対象
は大学等の教育・財務等の情報である． 
上述の(1)に関しては，既に研究代表者らは数
十の大学の教育情報を部分的に収集・整理し

た実績があり，その情報からの各情報項目の
抽出手法の検討，および XML (eXtensible 

Markup Language) 形式でのデータベース
システムの開発とその利用に関する検討を
プロトタイプとして試行実施している．また，
(2)に関しては，データ解析の各種手法による
いくつかの学部・学科の教育課程の特徴把握
と比較等を試みている．また，(3),(4) に関し
ては，これまでにアメリカおよび国内のいく
つかの大学に対しての訪問調査を行い相応
の知識を有している．以上の準備状況の下で，
以下の研究計画を実行する． 
(1) 「大学の諸活動に関する情報の収集およ
びデータベースの構築」 

大学情報の電子化が進んでいるいくつかの
高等教育機関の学部等を選定し，さまざまな
情報を大学の教育，研究，財務を中心とした
情報をネットワークや文書等より収集する．
収集された大量の電子データは html 形式や
pdf 形式など文書データが中心であり，それ
らのデータでは各要素間の関係は構造化さ
れておらずいわゆる半構造化情報となって
いる．このような収集データから本質的に重
要となる要素を抽出しその要素間の関係を
整理することによって情報の構造化を行う．
データベースとしては，シラバスなどの教育
情報のデータベースに加えて，財務情報等も
対象とし，これら全体として XML に基づい
た大学情報データベースシステムの開発を
進める．以上について研究代表者は過去に研
究成果があり，情報の収集・変換・入力の作
業手順についても熟知している．  

今後，データベースシステムは通常の利用方
法に加えて，ネットワークを介した遠隔利用
である Web サービスとしての利用が急速に
普及するものと考えられる．本研究では，
Web サービスとして情報を提供し，クライア
ントからの有効な利用方法を検討する．すな
わち，Web サービスをクライアント側ではそ
れぞれの環境におけるローカルなメソッド
としてプログラミングに利用する検索やデ
ータ更新などさまざまな Web サービスの提
供を検討する． 

(3),(4) 「大学の諸活動に関する情報の収集お
よびデータベースの構築」 

主にアメリカの大学および高等教育関連機
関における IR 部門の大学情報に関連するデ
ータベースシステムの運用方法について調
査し情報システムの運用の実態について知
見を得る． 

また，(4) に関しては，アメリカの IR 部門の
人材育成に関する調査を行う．これにより IR

部門の人材育成における基本的なプログラ
ムの理解とわが国への適用を考える上での
問題点を検討する． 

(2)「多変量解析等による大学・学部・学科な
どの特徴把握と比較分析」 



 

 

(1)で開発の各種データベース等に格納され
た情報を分析する．これにより電子情報に基
づいた大学の諸活動の分析を行う．これまで
に教育情報に関しては，シラバス情報のクラ
スタリングに基づいた教育課程の分析方法
（教育課程とシラバスの選択，専門用語の抽
出，シラバス間の類似度の計算，クラスタリ
ング手法の適用）を検討し，学科間の比較分
析を試みその評価への適応の可能性を検討
している．これにより，教養教育，専門教育，
研究との関係など種々の視点から大学・学
部・学科間等での教育課程の特徴の比較検討
を実施しているまた，上記のクラスタリング
手法に限らず，他の多変量解析の手法や文書
分類の手法として各種のデータ分析手法や
データマイニングの手法を適用し多様な分
析方法を検討する．また，(2)で検討を行った
教育課程の分析結果を効果的に視覚化する
手法を検討する．  

る． 

以上の方法により，ネットワーク等より得ら
れる大学の諸活動に関する情報を効果的に
収集・分析し大学改革・評価を支援する情報
処理システムの構築の実現を目指す． 

 
４．研究成果 
本研究ではネットワークや文書等により得
られる大学の諸活動に関する情報を大学改
革・評価に活用するための情報システムの構
築と運用を行うために必要な「大学の諸活動
に関する情報の収集と分析及び情報システ
ムの運用と人材育成に関する研究」を行った．  

・大学情報の収集およびデータベース化につ
いては，類似性の強い高等専門学校や多様性
に富む文理融合型の学際系の学科を対象と
して電子化されたシラバスの収集とその整
理を行った．収集した情報の構造を分析しデ
ータ形式および XML に基づいた大学の諸活
動に関するデータベース構築の検討を進め
た．また,収集されたシラバスに含まれる用語
の情報を活用するため，適切な辞書を作成す
るなど用語の重み付け頻度情報を獲得した．
それらの情報の分析および多変量解析手法
を用いることによる教育課程の比較分析を
行うなど収集情報の評価への応用について
検討を行った． 

また得られた大学情報の分析を行うため，と
くに文書データ特有のデータ変動による分
析結果への影響について考察を行い，コレス
ポンデンス分析および多重コレスポンデン
ス分析に対する数理的検討やシミュレーシ
ョンによる検討を行った．またその影響の可
視化方法について検討した．データベースか
らの情報提供に関連する Web サービスにつ
いて現状調査および具体的な活用方法（表計
算ソフトによる活用法等）について検討を行
った．関連する評価方法の基礎的研究も行っ

た． 

さらに新たな大学情報のデータ形式に関し
て，XBRL（企業の財務情報などを効率的に
作成・流通・利用できるよう国際的に標準化
された XML ベースのコンピュータ言語）が
これまで導入されていない分野である国立
大学法人の財務諸表を対象とし，貸借対照表
および損益計算書のタクソノミ（財務報告の
勘定科目及び勘定科目の並び順などの電子
的雛形）の設計開発を行った。 

大学の諸活動に関する情報の収集およびデ
ータベース構築に関しては、教育活動に関す
るデータを用いた分析方法の研究として、国
立大学法人評価の自己評価書及び評価結果
報告書におけるテキスト分析を行い、教育成
果に関する指標と文書解釈について検討を
行った。 
また，文書情報の分析を行うため文書データ
特有のデータ変動による分析結果への影響
について多変量解析方法に対する数理的検
討やシミュレーションおよびその影響の可
視化方法について提案を行い得られた指標
の解釈について検討を行った。 
国立大学法人の財務諸表及び学校基本調査
データのデータベース化、大学情報の表現及
び情報提供方法（ウェブサービス）について
検討を進め、これまでに提案した XBRL（企業
の財務情報などを効率的に作成・流通・利用
できるよう国際的に標準化されたXMLベース
のコンピュータ言語）の国立大学法人財務諸
表タクソノミ（財務報告の勘定科目及び勘定
科目の並び順などの電子的雛形）をさらに一
般の大学情報に対応できるようその拡張に
ついて提案を行った。 
・大学情報システムの運用と人材育成につい
ては，アメリカの高等教育関連機関における
IR（Institutional Research）部門について
の資料収集や専門大会へ参加することによ
り調査を行った． 

また、IR の教科書的資料（米国 IR 協会の入
門書）の翻訳を他大学の研究者らと共同で実
施し、IR のわが国への適用可能性と IR 専門
職の人材育成について検討を行った。さらに
情報システムの調査として，全米教育統計セ
ンター（National Center for Education 

Statistics）が運営する中等後教育統合データ
シ ス テ ム （ Integrated Postsecondary 

Education Data System）について大学情報
の入力から分析にいたる情報システムの具
体的な利用方法について詳細に調査を行っ
た． 

IR 部門の大学改革・評価を効果的に支援する
役割とその活動に関連するワークショップ
に参加し必要とされる知識や技術，人材の育
成について調査を行った．また先進的な活動
を行っている韓国の大学情報に関するデー
タベースについて韓国教育開発院や複数の



 

 

大学での活用状況の実施調査を行い情報シ
ステムの機能や管理運営の実態について調
査検討を行った． 

アメリカの高等教育関連機関における IR 部
門の役割とその活動に関連する調査研究を
進展させ、IR部門の人材育成に関する教科書
的資料（米国 IR 協会の入門書）の翻訳を行
い IRのわが国への適用可能性と IR専門職の
人材育成について検討した。                                                        
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